
フトウエア編 


Express 5800シリーズ用に用意されているソフトウエアじついて説明します。 


添付の CD - ROM について（一186ページ） . 

EXPRESS 巨 UILDER (->187ぺージ） . 

ExpressPicnic (一 199ぺージ) . 

Express 本体用バンドルソフトウエア（一208ぺージ) 

管理 PC 用バンドルソフトウエア（一230ぺージ） . 


Express サーバに添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESS 巨 UILDER 」 じ収められてし^るソフト 
ウェアじついて紹介します。 

セットア、ソプツール 「 EXPRESS 目 UILDER 」 につ 
いて説明します。 

シームレスセッ ト アップ用パラメータディスク 
(セッ ト アップパラメータ FD ) を 作成す るツール 
「 ExpressPicnic 」 について説明します。 

Express サーバにインストールするバンドルソフ 
トウェアについて説明します。 

Express サーバを監視-管理するための管理 PC 
にインス I -ールするバンドルソフトウエアについ 
て説明します。 
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添付の CD-ROM について 

添付の CD - ROMrEXPRESSBUILDERTM 」 には、 Express サーバを容易にセットアップずるためのユーティ 
リティやを種バンドルソフトウエアが収録されています。これらのソフトウエアを活用することにより、 
Express サーバの機能をより多く引き化すことができます。 

M-O CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 は、 Express ヴーバの設定び完了した後でも、 OS の再 
インストールや BIOS のアップデートなどで使用される機会びあります。なくさないように 
大切に保存しておいてください。 


ディスクアレイ管理ユーティリティ 


• Power Console Plus ( ヴーバ） （ 210 ぺージ） 

• Global Array Manager Server (213 ぺージ ) 
• 自動クリーンアップツールに 16 ぺージ） 

• Array Recovery Tool (21 8 ぺージ） 



ESMPRO/ServerAgent (208 ぺ — ジ） 
エクスプレス通報ヴービス （ 21 9 ぺージ） 
Management Workstation 
Application に 30 ぺージ） 

システム診断ユーティリティ （ 246 ぺージ） 
オフライン保守ユーティリティ （ 280 ぺージ ) 


-プデバイス管理ユーティリティ 


テープ監視ツール （222 ぺージ) 


• Power Console Plus ( 管理 PC) (23 已ぺージ） 

• Global Array Manager Client に 37 ぺージ） 


ESMPRO/ServerManager 
に 30 ぺージ） 

Management Workstation 
Application (230 ぺージ） 


コンソールレスで操作ずる場合。 COM ポートも使用可能。 


Pl ; • ビルド.トウ.才ーダで購入した装置のハードディスクには電源管理をする次のユー 
rE 37 n ティリティがインストールされている場合があります。それぞれのぺージを参照して 

セットアップをしてくださし、（これらのユーティリティは EXPRESSBUILDER の中には 
含まれていません）。 

- ESMPRO/UPSController Ver . 2.1(224 ぺージ参照） 

— Pow が Chute plus Ver . 5.1 1 J /5.2 J (228 ぺージ参照） 

• ディスクアレイコントローラの RAID を設をするユーティリティはボード上のチップに 
搭載されています。これらのユーティリティの操作方まについては、ボードに添付の説 
明書、または EXPRESSBUILDER に格納されているオンラインドキュメントを参照して 
ください。 
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EXPRESS 巳 UILDER 


「 EXPRESSBUILDER 」 は、 Express 5800シリーズじ接続された八ードウエアを自動橫化して処理を進める 
セットアップ用統合ソフトウエアです。 EXPRESS 目 UILDER を使ったセットアップの際には八ードウエア 
の構成を運用時と同じ状態にしてください。 


起動メニユーにごいて 


EXPRESSBUILDER には3つの起動方まがあります。起動方法じよって表示されるメニュ ー 
や項目が異なります。 



I n-O Express サーバ本体にディスクアレイコント□—ラボードび搭載されている時は、 
EXPRESSBUILDER を使用する場台にのみ、 LAN コンソールリダイレクシヨン機能を無 
効にしてください。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 ブート ( 起動)する 

EXPRESS 巨 UILDER を Express サーノ \ の CD - 
R 0 M ドライブにセットして起動し、 

EXPRESS 巨 UILDER 内のシステムから起動す 
る方まです。この方まで Express サーバを起 
動するとちに示す 「 EXPRESS 目 UILDER トツ 
プメニュー」が表示されます。 
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このメニューにある項目から Express サーバ 
をセツトアップします。 



n-O • Express サーノ aU がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されてい 
た Express サーノ化|がの Express 已800シリーズで起動しないでください。故障 
の原因となります。 

• メニューの r シームレスセットアップ」を実行ずるとあ5かじめインス!ルされて 
いる OS を消去します。 OS もインス I ルし直ず必要びあります。 


EXPRESS 目 UILDER トツプメニューにつし^てはこの後の 「 EXPRESS 目 UILDER トツプメ 
ニュー」を参照してください。 


• コンソールレスで EXPRESSBUILDER CD-ROM か 5 ブート ( 起動)する 


キーボードやマウス、ディスプレイ装置を 
Express サーバに接続していない状態で 
EXPRESS 目 UILDER を Express サーパの CD - 
ROM ドライブから起動するすると、 LAN か 
COM (シリアルポート）で接続している管理 
用コンピュータ （ PC ) の画面じは、ちに示す 
「EXPRESSBUILDER メインメニュー」が表 
示されます。 


管理 PC からこのメニューにある項目を使つ 
て Express サーバを遠隔操作をします。 


巧が邸 ill! 化 * SEE 55 5® 537115 な货 U aaKgrggsiGK 峨刪 


fe _1 


矢げキーで反転を項目に合わせて、リターンキーを巧してください。 
UILDER は本装畳のセジトアッブぞサボートします， 

装豆のセットアッブを容易に巧えるように、自動的にセジトアッブ 
夏なツールをお動し、バラメータを設定していきます。 

ピし、セツトアジブが自動的に判断できないバラメータ （ 


驾包 k 幸すムリジクて玄;？ If 雖が壑占妻見! 


-) 巧 報や設定を復旧できむくなります。 - _ - _ . 

「システムみ報の當理」から「苗避」を選巧し T くださし、。 


ユーティリティの 
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n-O • Express サーバ ly がのコンピユータおよび EXPRESSBUILDER び添付されてい 
B 重3 た Express サーノ化(がの Express 己800シリーズで起動しないでください。故障 

の原因となりまず。 

• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードび接続されていないことび条件で 
す。本体にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールび 
あると判断し、杉下の動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 

EXPRESS 目 UILDER メインメニューについてはこの後の「コンソールレスメニュー」を参 
照してください。 


• Windows び起動した後に EXPRESSBUILDER をセツトする 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows 
XP / 2000 、 Windows NT 4.0が起動した後 
じ、 EXPRESSBUILDER を CD-ROM ドライ 
ブにセットするとメニューが表示されます 
(ち國参照)。表示されたメニューダイア□グ 
ボックスは r マスターコント□ールメニュー」 
と呼びます。 

マスターコント □ ールメニューについてはこ 
の後の r マスターコント□ールメニュー」を参 
照してください。 



EXPRESSBUILDER トップメニ 


EXPRESS 巨 UILDER トップメニューはハードウェアのセットアップおよび OS (オペレーティ 
ングシステム）のセットアップとインストールをするときじ使用します。 

M-O B I 0 S の設定を間違えると、 C D-R 0 M か5起動しない場合びあります。 
目重司 EXPRESSBUILDER を起動できない場合は、 BIOS SETUP ユーティリティを起動して 
下のとおりに設定してください。 


「Boot」 メニューで！" CD-ROM Drive」 を一番上に、 「Removable Devices」 を二番目 
に設定する。 


起動 

次の手順に従って EXPRESS 巨 UILDER トップメニューを起動します。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

2. Express サーバの CD-ROM ドライブへ CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 をセツトする。 

3. CD-ROM をセットした6、リセ、ソトするレ Ctrl> + <Alt> + <Delete> キーを押す）か、電源を 
OFF/ON して Express サーバを再起動する。 

CD-ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 
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言語選択 


EXPRESS 巨 UILDER を初めて起動する 
と、言語選択メニューが現れます。 

表示する言語を選択してください。この選 
択結果により使用する车ーボードち自動的 
に設定されます。なお、このメニューは、 

1度設定するとじ(降は表示されません。 


r Express 已800シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver3'xxx-x Copyright に） NEC Corporation 2002 



■ I ： 1度設定:した後、言語（キーボード）の設定:を変更したい場合は、 EXPRESSBUILDER の起 

動中（画面中央部に「 EXPRESSBUILDER 」のロゴ表示があるとき）に < K > キーを数秒間、押 
- してください。画面にキーボード選択画面が現れ、言語（キーボード）の再設をができます。 


EXPRESS 目 UILDER が起動すると、じ(下のような EXPRESSBUILDER トップメニューが現 
れます。 




シームレスセツトアップ 



セットアップパラメータ FD の情報を参照して、切れ目なく（シー 
ムレスに）セットアップを巧います。 0 S の再インストールを行 
う場合、こちらのセットアップ方式を選択してください。 


ツール 


EXPRESSBUILDER に収められている各種ユーティリティを 
個別に起動し、オペレータによるセットアップを行います。 
また、インストール済み 0 S に影響を与えることなくセット 
アップを行うことができます。 


終了 


EXPRESS 目 UILDER について説明しま 
す。セットアップを実行する前に一通 
り目を通しておくことをお勧めします。 


EXPRESSBUILDER の終了画面 
が表示されます。 
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シームレスセットアップ 

r シームレスセットアップ」とは、八ードウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 0 S 
(Windows 2000 - Windows NT 4 .0) 、各種ユーティリティのインス I -- ルまでを添付の 
CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで）セットアップできる 
Express 5800シリーズ独自のセットアップ方まです。 

購入時の状態と異なる八ードディスクのパーティション設をで使用する場合や 0 S を再イン 
ス I -ールする場合は、シームレスセットアップを使用すると煩雑なセットアップをこの機能 
が代わって行います。 

r シームレスセットアップ」を選択すると、 0S のインス I -ールを開始します。 

n-O • 「シームレスセットアップ」は最初か5のセットアップであることを前提としているた 
め、実行すると八ードディスクの内容び失われることびあります。 


• セットアップを開始した5、完了するまで本体装置の電源を OFF にしないでください。 
また、指示びあるまでセツトアップパラメータ FD を取り出さないでください。 
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ツールメニュ ー 


ツールメニューは、 EXPRESSBUILDER 
に収められているを種ユーティリティを 
個別で起動し、オペレータが手動でセッ 
トアップを行います。「シームレスセット 
アップ」では自動設をできない設定や、よ 
り詳細に設定したい場合などに使用して 
ください。 

また、システム診断やサポートディスクの作成、保守用パーティションの設定を行う場合 
も、ツールメニューを使用します。夕じツールメニューにある項目について説明します。 

• RAID 情報のセーブ/リストア 

このメニューは AMI ディスクアレイコント□ー ラが接続されているとき表示されます。 

ディスクアレイシステムのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保存また 
は、フ□、ソピーディスクから復元することができます。 

- RAID 情報のセーブ 

ディスクアレイコント□-ラのコンフィグレーション情報をフ□、ソピーディスクに保 
存します。フォーマット済みのフ□、ソピーディスクを用意してください。 RAID の設 
走:や変更を行った時は、必ず本機能を使用してコンフィグレーション情報をセーブし 
てください。 

- RAID 情報のリストア 

フ□、ソピーディスクに保存されたコンフィグレーション情報をディスクアレイコント 
□ーラ上の NVRAM と八ードディスクに復元します。 「 RAID 情報のセーブ」で作成し 
たフ□、ソピーディスクを用意してください。 

コンフィグレーション情報が万一破壊された場合や、誤ってコンフィグレーション情 
報を変更してしまった場合は、本機能を使用してコンフィグレーション情報をリスト 
アしてください。 

例えば、故障などによりディスクアレイコント□ーラを交換する場合、八ードディス 
ク上のコンフィグレーション情報をディスクアレイコント□ーラの NVRAM へ保存す 
る必要がありますが、もし誤って NVRAM のコンフィグレーション情報を八ードディ 
スクに保存してしまった場合は、本機能を使用してリストアしてください。 

• オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティとは、障害発生時に障害原因の解析を行うためのユー 
ティリティです。詳細は280ページまたはオンラインヘルプを参照してください。 

• システム診断 

本体装置上で各種テストを実行し、本体の機能および本体と拡張ボードなどとの接続を 
橫査します。システム診断を実行すると、本体装置に応じてシステムチェック用プ□グ 
ラムが起動します。246ページを参照してシステムチェック用プ□グラムを操作してく 
ださい。 


Express 已800シリーズ EXPRESSBUILDER Ver3.xxx-x Copyri 邑 ht(C) NEC Corporati 肌2002 


RAID] ント□-ラ：検出 
総テ。ィスク数：1 
/ドック内テ’'イスク数：1 
スタン A” イドイスク：1 
RAID レ Y ル： 7 
ライ巧-ド： WRITE_THRU 
保守用/トティシヨン：あり 


オフライン保守ユーティ U ティ 
システム診断 
サポートディスクの作成 
保守用/ くーティシヨンの設定 
を種 BIOS/FW のアップデート 
システムマネージメント機目目 
ヘルプ 

トップメニューに戻る 











• サポートディスクの作成 


サポートディスクの作成では、 EXPRESS 目 UILDER 内のユーティリティをフ□、ソピー 
ディスクから起動するための起動用サポートディスクやオペレーティングシステムのイ 
ンストールの際に必要となるサポートディスクを作成します。なお、画面に表示された 
タイトルをフ□、ソピーディスクのラベルへ書き込んでおくと、後々の管理が容易です。 

サポートディスクを作成するためのフ□、ソピーディスクはお客様でご用意ください。 

- Windows 2000 0 EM - D に K for EXPRESSBUILDER 


Windows 2000 Server や Windows 2000 Advanced Server をインストールすると 
きに必要となるサポートディスクを作成します （ r シームレスセットアップ」でインス 
I -ールする場合は必要ありません)。 


- Windows NT 4.0 OEM - D に K for EXPRESSBUILDER 

Windows NT 4.0や Windows NT 4.0 EE、Windows NT 4.0 / TSE をインス I -- ル 
するときに必要となるサポートディスクを作成します （Windows NT 4.0 または 
Windows NT 4.0 EE を「シームレスセットアップ」でインス I ルする場合は必要あ 
りません)。 

- R 0 M - D 0 S 起動ディスク 

R 0 M - D 0 S システムの起動用サポートディスクを作成します。 
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n-O Windows OS のノくーティシヨン構成により FD 旧 K び起動できない場合びありま 
す。この場台は、 Windows OS のディスク管理ツールを使用してパーティシヨン 
の操作を行ってください。 

-オフライン保守ユーティリティ 

オフライン保守ユーティリティの起動用サポートディスクを作成します。 

—システム診断ユーティリティ 

システムチェックプ□グラムの起動用のサポートディスクを作成します。 

-システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ） による通報機能や管理用 PC からのリ 
モート制御機能を使用するための設定を行うプ□グラムの起動用サポートディスクを 
作成します。 


• 保守用パーティションの設定 

ここでは、保守用パーティションに対するメンテナンスをすることができます。保守用 
パーティションが作成されていないときは r 保守用パーティションの作成」と 「 FD に K の起 
動」じ(外の項目は表示されません。保守用パーティションの詳細については、8ページを 
参照してください。 

I n-O r 保守用パーティションの設赴の各項目を実行している剧ホ、 Express サーバをリセッ 
卜したり、電源を OFF にしたりしないでください。 

-保守用パーティションの作成 

16 MB 程度の領域を内蔵八ードディスク上へ磕保し、続けて各種ユーティリティのイ 
ンストールを行います。すでに保守用パーティションが磕保されている場合は、各種 
ユーテイリテイのインス I -ールを行うことができます。 
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一名'種ユー 7 ■イリ 7 ■イのインストール 

を種ユーティリティ（システム診断/システムマネージメント機能/オフライン保守 
ユーティリティ）を、 CD-ROM から保守用パーティションへインストールします。イ 
ンス I -ールされたユーティリティは、オフライン保守ユーティリティを八ードディス 
クから起動した場合に、使用することができます。 

-各種ユーティリティの更新 

を 種 ユー ティリティ（システム診断/オフライン保守 ユー ティリティ）を、フ □、ソ ピー 
ディスクから保守用パーティションへコピーします。各種ユーティリティがフ □、ソ 
ピーディスクでリリースされたときじ実行してください。それじ(外では、本項目は使 
用しないでください。 

- FD に K の起動 

ROM-DOS システムの FD に K コマンドを起動します。パーティションの作成/削除な 
どができます。 

I a-O Windows OS のノくーティション構成により FD 旧 K び起動できない場台びありま 
巨^ す。この場合は、 Windows OS のディスク管理ツールを使用してパーティション 
の操作を行ってください。 

• 各種 BIOS/FW のアップデート 

8番街で配布される「各種 BIOS/FW のアップデートモジュール」を使用して、 Express 
サーバの BIOS/FW (ファームウェア）をアップデートすることができます。「各種 BIOS / 
FW のアップデートモジュール」については、次のホームページに詳しい説明がありま 
す。 


『8番 街』： http :// nec 8. com / 

各種 BIOS / FW のアップデートを行う手順は配布される「各種 BIOS / FW のアップデートモ 
ジュール」に含まれる rREADME . TXT 」 に記載されています。記載内容を磕認した上で、 
記載内容に従ってアップデートを行ってください。 「 README . TXT 」 は Windows NT の 
メモ帳などで読むことができます。 

I — "〇 BIOS/FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしないでくださ 
しアップデート作業が途中で中断されるとシステムび起動できなくなります。 

• システムマネージメント機能 

BMC (Baseboard Management Controller ) による通報機能や管理用 PC からのリモート 
制御機能を使用するための設定を行います。 

• ヘルプ 

EXPRESSBUILDER のを種機能に関する説明を表示します。 

• トップメニューに戻る 


EXPRESSBUILDER トツプメニューを表示します。 





コンソールレスメニ 


EXPRESSBUILDER は、 Express サーバに羊ーボードなどのコンソールが接続されていなく 
てもを種セツトアップを管理用コンピュータ（管理 PC ) から遠隔操作することができる「コン 
ソールレス」機能を持っています。 


— "〇 • Express サーバ杉がのコンピュータおよび EXPRESSBUILDER び添付されていた 
Express サーノ化ッがの Express 5800シリーズに使用しないでください。故障の原因 
となります。 


• コンソールレス時の使用は、本体にキーボードび接続されていないことび条件でず。本 
体にキーボードび接続されていると、 EXPRESSBUILDER はコンソールびあると判断 
し、コンソールレス動作を行いません(管理 PC にメニューを表示しません)。 


設定情報ファイルの作成 

卜 

コンソールレスで Express サーバを遠隔操作するためじは、操作する管理 PC との通信方まや ウ 
詳細な設をを保存した r 設を情報ファイル」 （3.5 インチフ□、ソピーディスク）が必要です。 y 

設定:情報ファイルは、 EXPRESSBUILDER にあるアプリケーシヨン 「 MWA(Managennent 編 
Workstation Application ) 」を使用します。 


— "〇 「MWA」 の詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD-ROM 内に格納されている才 
ンラインドキュメント 「MWA ファーストステップガイド」を参照してください。オンライ 
ンドキュメントはマスターコント□ールメニューか5開くことびできまず （1 98ページ参 

照)。 

1. 管理 PC (こ MWA をインストールする。 

詳しくは、本編で説明している 「 MWA 」 の項目または EXPRESSBUILDER CD - ROM 内に格納され 
ている 「 MWA ファーストステップガイド」を参照してください。 

2. フォーマット済みの1 .44 M 目のフ□、ソピーディスクを管理 PC のフ□、ソピーディスクドライブ(こ 
セットする。 

3. MWA の[ファイル]メニューか6[コンフィグレーション]-惭規作成]の順に選択して厳定モデル 
の選択(新規作成)]ダイア□グボックスを表示させる。 

4. [ FD 書き込みを巧う](こチエックし、拒 xpress 5800/1 20 Me ] を選択して旧 MC 搭載モデル用コン 
フィグレーション]ダイア □ グボックスを表示させる。 

己. [目 MC 搭載モデル用コンフィグレーション]ダイア□グボックスで、コンピュータをなどのコン 
フィグレーション情報を設定/登録後、 iU 下のファイルをでフ□、ソピーディスク(こ書き込む。 

く設定情報ファイルさ)>: CSL 丄 ESS.cfg 
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設定項目とその値は次のとおりです。 


ク□スケーブルによるコンソールリダイレクション 


使用モード 

ダイレクト（ク□スケーブル） 

ボーレート 

19.2 Kbps 

フ□一制御 

なし 


LAN によるコンソールリダイレクシヨン 


IP アドレス 

任意 

サ ブネ、ソ トマスク 

任意 

デフォルトゲートウエイ 

任意 

1夕通報先 

管理用 PC の IP アドレス 


•LE12E] 

BIOS 設を情報は必下の値にセットされます。 

— LAN Controller 1(10/100): [ Enabled ] 

— Serial port A : [ Enabled ] 


Base I/O address : 

[3 F 8] 

Interrupt : 

— Serial port B : 

Base I/O address : 
Interrupt : 

— Serial Port Address : 

— Console Type : 

[IRQ 4] 

[ Enabled ] 

[2 F 8] 

[IRQ 3] 

[Serial Port B ] 

[PC ANSI ] 

















起動 


次の手順に従って起動します。 

M-O • 起動する前に r 設定情報ファイル」を用意しておいてください。 

• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順序を変えないでくださし、。 
CD-ROM ドライブび最初に起動ずるようになっていないと使用できません。 

jl ; • シリアルポート接続はシリアルポート B のみ使用可能です。 

「ヒント I • LAN 接続は LAN ポート1のみ使用可能です。 


管理 PC 側の手順 ■ 

ク□スケーブルによるコンソールリダイレクション ソ 

1. MWA の[ファイル]メニューか6惯境設赶一に 0 M ポート]の順(こ選択してに 0 M ポートの設定] |1 

ダイア □ グボ、ソクスを表示させ、じ(下のよう(こ設定する。 ウ 

く COM ポートの設定 > ア 

ポート ：接続する管理コンピュータ側の COM ポート ® 

ボーレー ト：19200 
フ□-制御 ： None 

2. MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドか6サーバを選択してサーバウィンドウを開く。 

3. サーバウィンドウ上でちクリックして表示されるポップアップメニューか6[プ□パティ]コマン 
ドを選択して[プ□パティ]ダイア□グボックスを表示させ、 i ： i 下のようじ設定する。 

く [ ID ] ページ> 

接続形態 ： COM 

COM :ダイレクト（ク□スケーブル） 

4. サーバウィンドウが開いている状態で、[接続]をクリックする。 


LAN によるコンソールリダイレクシヨン 

1. MWA の[ファイル]メニューの[開く]コマンドか6サーバを選択してサーバウィンドウを開く。 

2 . サーバウィンドウ上でちクリ、ソクして表示されるポップメニューか6[プ□パティ]コマンドを選 
択して[プ□パティ]ダイア □ グボ、ソクスを表示させ、 iU 下のように設定する。 

く [ ID ] ぺージ> 

接続形態 ： LAN 

<アラートページ> 

[標準設定を使用する]のチェックをかして[アクティべート]のリセ、ソト(こチェックする。 

3. サーバウィンド上でちクリ 、ソク して表示されるポップアップメニューから[リモートコンソールの 
動作指定]〕マンドを選択して[リモート〕ンソールの動作指定]ダイア□グボックスを表示させ、 
[ MWA モードで実行]を選択する。 
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サーバ側の手順 


1 . コンソールレス機能で操作する Express 日800シリーズ本体の目 IOS セットアップユーティリティ 
を起動して、目 OOT メニューの起動順序で CD - ROM ドライブが最初(こ起動するよう設定する。 

2 . 本体のフ□、ソピーディスクドライブに r 設定情報ファイルの作成」で作成したフ□、ソピーディスク 
をセットする。 

3. 本体の CD - ROM ドライブへ CD - ROM 「 EXPRESS 目 ULDER 」をセ、ソトする。 

4. 本体の電源を OFF / ON して本体を再起動する。 


再起動中に設定情報が□ー ドされ、メインメニューが管理 PC に表示されます。 

八ードウエアのセットアップ、各種ユーティリティを管理 PC から実行できるようになりま 
す。 


矢巧キーで反おを I 頁目に合わせて、リターンキーを巧してくださし、。 

EXP 祀 SSBUILDER は本装置のセットアッブをサボートします。 

[セットアッブ】 

本装置のたットアッブをを易に行えるように、自動的にたットアッブ 
にぶ、要なツールを起動し、バラメータを設定していきます。 

ただし、セットアップが自動的に判断できないバラメータは、オペレータに 
入力が要ボされます。 

システムたットアッブ終了後、 t ットアッブ隋報をノ \ックアッブすることをお 
替)めします。バックアッブ情報がおいときは、修理衛印寺にお客様の装置固有 
の情報や設定を復旧できなくなります。バックアッブは、フ3—マットされた 
フ□ッ ビー ディスクを準備して、 、ソールで オフライン保 巧ユーティリティの 
「システム情報の管理」から「返避」を選巧してください。 


メインメニューにある項目は次のとおりです。 


各種セツトアップを行う 


EXPRESSBUILDER が持つ 
機能を個別に起動する 


EXPRESS 己 UILDER の各種機能に 
関する説明を表示する 












セツトアップ 


本体の八ードウエア構成をチェックして、 
ディスクアレイコンフィグレーションおよび 
保守用パーティションの設定を自動的に行い 
ます。 



ツールメニュー 


メインメニューでツールを選択するとじ(下のメニューが表示されます。 

ツールメニューにある項目は、 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメニュー」の「ツールメニュー」の 
項目の中からコンソールレスで使用できるもののみがあげられています。それぞれの機能に 
ついては、前述の 「 EXPRESS 目 UILDER トップメニュー」を参照してください。 




ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


— "〇 に XPRESSBUILDER トップメニュ ー 」の「ツールメニュ ー 」にある機能と比較ずると次の 
点び異なります。 

• 「システム診断」の内容や操作方法(詳しくは、246ページを参照してください） 

• 「サポートディスクの作成」で作成でをるディスクの種類 
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マスターコント□—ルメニ 


Windows 95/98/ Me 、 または Windows XP / 
2000 、 Windows NT 4.0が動作しているコン 
ピュータ上で添付の C D - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 をセットすると、「マス 
ターコント□ールメニュー」が自動的に起動しま 
す。 

システムの状態によっては自動的に起動し 
I ヒン ]? | なぃ場合があります。そのような場合は、 
CD-ROM 上の々のファイルをェクスプロー 
ラ等から実行して ください。 



¥MC¥1ST.EXE 


マスターコント□-ルメニューからは 、 Windows 95/98/ Me、Windows XP / 2000、 
Windows NT で動作するを種バンドルソフトウェアのインス I -ールやオンラインド羊ュメン 
卜を参照することができます。 

ー オンラインドキュメントは HTML 文書で記述されています。オンラインドキュメントを参照 
云巧]する前に、あ6かじめご使用のオペレーティングシステムへ HTML ブラウザをインストール 
しておいてください。また、 HTML 文書がブラウザに正しく関連がけ6れていないとファイ 
ルが開けないときがあります。そのようなときは266ぺージを参照して関連付けを再設定し 
てください。 

jl ; オンラインドキュメントの中には、 PDF 形式ので書で提供されているものもあります。こ 
I レ、,。のファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社製の Acrobat Reader がインス 
卜ールされている必要があります。 Acrobat Reader がインストールされていないときは、 
はじめに[ソフトウェアのセットアップ]の [Acrobat Reader] を還ネ尺して、 Acrobat Reader 
をインストールしておいてください。 

マスターコント□ールメニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をク 
リックするか、ちクリックで現れるポップアップメニューから行います。 

I M-O CD-ROM をドライブか5取り出す前に、マスターコント□—ルメニューおよびメニューか 
5起動されたオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ExpressPicnic 

「 ExpressPicnic ®」 は、 Express サーバのセツトアップで使用する「セツトアップパラメータ FD 」 を作成する 
ツールです。 


EXPRESSBUILDER と ExpressPicnic で作成したセットアップパラメータ FD を使ってセットアップをする 
と、いくつかの確認のための车一入力を除き 0 S のインストールからを種ユーティリティのインストールま 
でのセットアップを自動で行えます。また、再インストールのときじ前回と同じ設をでインス!-ールする 
ことができます。「セットアップパラメータ FD 」 を作成して、 EXPRESS 目 UILDER から Express サーバを 
セットアップすることをお勃めします。 

■ I ： 「セットアップパラメ ータ FD 」 がなくても Windows 2000または Windows NT 4.0をインス 
卜ールすることはできます。また、「セットアップパラメータ FD 」 は 、 EXPRESSBUILDER 
を使ったセットアップの途中で修正-作成することもできます。 

ソ 

フ 


ExpressPicnic のインストール 


編 

セットアップパラメータ FD を作成するためじ Windows XP / 2000、または Windows NT 
3.51 JU 降 、 Windows 95/98/ Me で動作している〕ンピユータに ExpressPicnic をインス 
I '''ールします。 

■: ExpressPicnic は PC 98- NX シリーズ. PC - 9800シリーズ. PC - AT 互換機で動作します。 

rE37n 


Windows XP/ 2000 • Windows NT 4.0 - Windows 95/98/Me 

Windows XP / 2000、または Windows NT 4 .0 、Windows 95/98/ Me で動作している〕ン 
ピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

■ I ； お使ぃになってぃるモデルによって画面に表示される内容が多少異なることがありますが、 

L ヒン jT I 同じ手順でセットアップすることができます。 


1 . OS を起動する。 

2. ミ!^付の CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 を CD - ROM ドライブ、じセツトする。 
マスター コント □ールメニューが 表示されます。 
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3. 画面上でちクリックするか、[ソフトウェ 
アのセットアップ]を左クリックする。 

メニューが表示されます。 

4. [ ExpressPicnic ] をクリ、ソクする。 

セツトアップウイザードが起動します。 



メッセージじ従ってインストールを続け 
てください。 



ExpressPicnic t ゥトアゥフ • 7•ログ非へようこそ。 
Wfci このフ•日ク 、うり ま、 ] ンヒ•ュづに ExpressPicnic ぞ 
^が HI ■します。 

この t クトアゥ:?* ] •日グう t を実巧する前に、すぺての Windows 
)4 ログ北をぶずが了して下さし1。 

[おン邮]ホ''クンをクリゥクし t •が•がフ‘日グうげが了した散現 
なほ巧中の : r ログうムぞすべてが了させて下さい。 


普告：このフでク''うりま、ぎな権;'去およむ:国隙莫約によって 
巧話されています。 

この]、グうム、またはその一がをお化で巧製または配ホす 
ることは、まなにより禁止されています。 


/日巧皿:！ ^ I 


[ユーザの情報]ダイア□グボックスの 
[シリアル番号]を入力する必要はあり 
ません。 


インストールを完了した6[終了]をク 
リックし、「セットアップ パラメータ FD 
の作成」(こ進んで < ださい。 


巧 



^；?、^を~^!^^^ぉの娜を号ぞ入力し、[みへ]ホ'' クンを 





<戻る巧） J みへ(の> J _ WM J 


Windows NT 3.51 

Windows NT 3.51 で動作しているコンピュータの場合は次の手順でインス I -ールします。 

1. Windows NT 3.51 を起動する。 

2. 添付の CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をコンピュータの CD - ROM ドライブにセットする。 

3. ファイルマネージャまたはコマンドプ□ンプトか6、 CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 の 
「¥ WINNT¥P に MC ¥ SETUP ¥ SETUP £ XE 」 を実巧する。 

セットアップウィザードが起動します。メッセージに従ってインストールを続けてください。イ 
ンストールを完了した6、「セツトアップパラメータ FD の作成」(こ進んでください。 
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ットアップパラメータ FD の作が 


0 S をインストールするためじ必要なセットアップ情報を設定し、「セットアップパラメータ 
FD 」 を作成します。 U 下の手順に従ってください。 

■L 手順の中では、 Trekking コマンドをインストールしたときに指をしたフォルダ名を 
I レ、/卜 I 「 ExpressPicnic 」 と仮定:しています。 


1. ExpressPicnic ウインドウを表示させる。 

〈Windows XP /2000 - Windows NT 4.0 • Windows 9已 /98 /Me の場台> 


スター トメ ニューから [プログラム]— 
に xpressPicnic ] — [T rekking ] の順にポ 
イントし、インストールしたい 0 S 
([Windows NT 4.0] または [Windows 
2000])をクリックする。 





く Windows NT 3 .已 1 の 場合> 

プ□グラムマネージャの 
[ ExpressPicnic ] グループか6 
[ Trekking ] アイコンをダブルクリ、ソクす 

る。 



2. [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 
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3. を項目を設定し、 [0 K ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セツトアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックスが順に表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック I 

[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

セットアップ情報の設定が完了すると、 
[ファイル保存]ダイア □ グボ、ソクスが表 
示されます。 


己.[セットアップ パラメータ FD ] チェック 
ボックスをオンになっていることを確認 
し、[ファイルさ)]ボックス(こセットアツ 
プ情報のファイルをを入力する。 


巨. 1.44 M 目でフォーマット済のフ□、ソピー 
ディスクをフ□、ソピーディスクドライブ 
(こセットし、 [0 K ] をクリックする。 

「セットアップパラメータ FD 」 が作成できました。「セットアップパラメータの」は Windows 
2000や Windows NT 4.0をインス I -- ルするときじ使用します。ラベルを貼り大切に保管 
してください。 

I • 各項目の設を内容についてはヘルプを参照してください。 

「ヒント I • 既存の情報ファイル（セットアップパラメータ FD ) を修正する場合は 、 ExpressPicnic 
ウィンドウの[情報ファイルの修正]をクリックしてください。ヘルプを参照して情報 
ファイルを修正してください。 



^本巧ま反 


巧まマシン I 面匡削 l iM m— —— 

インストールバス |mnnt 
厂 '1,6 の ice P 日 ck 烦®巧 



口巧紀 J 、•ーティシヨン12000 Me ( 2 〇加〜 9 朋期 9 MB ) 

r 既巧のバーティシヨン 
r を巧巧を新規巧ぶ 
R ? ファイルシステムを NTFS へを换 
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ンのインストール 


EXPRESSBUILDER CD - ROM でサポートしていないアプリケーシヨンを追力□でインストー 
ルする場合は、 じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

I n-O 追加でインス I ルするアプリケーシヨンは、シームレスセットアップ対応されている必要 
びあります。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに01ぺージ参照）。 


2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボックス順(こ表示されます。 

4. メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

I チェック J 



ソ 

フ 



[キャンセル]をクリ、ソクすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 


已.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[追加アプリケーションのインストー 
ル](こチェックを入れる。 

6 . [ファイル指定]ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
(こセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 MB でフォーマット済のフ□、ソピー 
ディ スクをフ □、ソ ピー ディ スクドライブ 
じセットし、 [ OK ] をクリックする。 
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オプシヨンの大容量記憶装置ドライ/ V のインストール 


シームレスセットアップに対応しているオプションの大容量記憶装置ドライバをインストー 
ルする場合は、じ(下の手順に従って r セットアップパラメータ FD 」 を作成してください。 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに01ページ参照)。 

2 . [ファイル]メニューの脂報ファイルの新 
規作成]をクリ、ソクする。 

[ディスクの設定]ダイア □ グボ、ソクスが 
表示されます。 


3. を項目を設定し、 [ OK ] をクリックする。 

[基本情報]ダイア □ グボックスなど、 
セットアップ情報を設定するダイア□グ 
ボ、ソクスが順に表示されます。 


4 .メ、ソセージに従ってダイア□グボックス 
のを項目を設定し、[次へ]をクリックす 
る。 

[キャンセル]をクリックすると入力し 
た内容が消えてしまいます。 

己.[アプリケーションの設定]が表示された 
6、[大容量記憶装置用 OEM - FD の適用] 

(こチェックを入れる。 

Windows 2000用のセットアップ情報 
ファイルを作成するとき、[ディスクの 
設定]で [ OS 種別]を [Windows 2000 
Professional ] (こした場合は選択できま 
せん。 

目.[ファイル指定」ダイア□グボックスが表 
示された6、[セットアップパラメータ 
FD ] チェックボックスがオンになってい 
ることを確認し、[ファイルを]ボックス 
にセットアップ情報のファイルをを入力 
する。 

7. 1.44 M 目でフオーマツト済みのフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブ(こセツトし、 
[0 K ] をクリックする。 
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コンピユータか 6 の情報探取 


ExpressPicnic が、起動しているマシンのセ、ソトアップ情報を自動的に採取し、セットアッ 
プ情報ファイルを作成します。 

^ • ユーザ/グループ情報は探取できません。 

• リモートアクセスサービス （ RAS ) (こついては設定情報を探取できません。 

• アプリケーシヨンで設定情報を採取できるのは、 ESMPRO / ServerAgent だけです。 

• 取得できない情報に関しては、既定値を表示しています。 


1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに01ぺージ参照）。 



2 . [オプション]メニューの[現マシンから晴 
報取得]をクリックする。 

取得後は、確認/修正画面に移ります。 
初期値が、取得したデータになっている 
ことを除けば r 情報ファイルの新規作 
成」、あるいは r 情報ファイル修正」と同じ 
です。 
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大量インストール 


ベースとなるセットアップ情報ファイルを指をし、マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、複数のセットアップ情報ファイルを作成します。 

Windows 2000用セットアップ情報ファイルの作成 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに01ぺージ参照）。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル]をクリックする。 
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3. [ファイルを開く]画面でベースとなるセットアップ情報ファイルを選択する。 

ベースとなるセツトアップ情報ファイルの設定値がリストの一番上の欄に表示されます。 


4. [追加]をクリックする。 



己.ベースとなるセットアップ情報ファイル 
か6変更するパラメータを設定する。 

目. [0 K ] をクリックする。 

リスト(こ追加した情報が表示されます。 

7. ファイルをを選択し、 [ FD 作成]をクリッ 
クする。 

選択したファイルをのセツトアップパラ 
メータ FD を作成します。 



Windows NT 4.0 用セットアップ情報ファイルの作成 

1. ExpressPicnic ウィンドウを表示させるに01ページ参照)。 

2 . [オプション]メニューの[大量インストー 
ル]をクリックする。 


3. ベースとなるセットアップ情報ファイル 
を指定する。 
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4. [セツ トアップパラメータ FD 作成時の設定]か6どち6かのオプションを選択する。 


[マシン毎に FD を作成] 


1枚のセツトアップパラメータ FD にセツトアップ情報ファイルを1つセーブします。 


[一枚の FD に複数マシン分を保存] 


1枚のセツトアップパラメータ FD に複数のセツトアップ情報ファイルをおさめます。 


己. [0 K ] をクリックする。 


巨. マシンごとに変更する必要のあるパラ 
メータのみ修正して、セットアップ情報 
を作成する。 


ダイア□グボックスが表示されます。 

7. 必要な設定を終えた6、 [0 K ] をクリック 
する。 


8. フ □、ソ ピーディスクをフ □、ソ ピーディス 
クドライブ(こセットし、 [0 K ] をクリック 
する。 


しば6くすると、さ6に情報ファイルを 
作成するかどうかの確認があります。 
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9. セットアップ情報を作成するときは、[は 
し叫を クリ、ソク する。 

セットアップ情報を作成するダイア□グ 
ボックスが表示されます。 

[いいえ]をクリックすると、 
ExpressPicnic ウインドウ(こ戻ります。 



I チェック I 

[マシン毎(こ FD を作成]を選択した場合は、セットアップ情報ファイルを作成するたびじフ□、ソ 
ピーディスクのセットを要求されます。[一枚の FD (こ複数マシン分を保存]を選択した場合は、 
同じフ□、ソピーディスク上(こ作成したファイルをおさめるため、フ□、ソピーディスクをセット 
する要求は1度しかありません。 


207 








































Express 本付;用バンドルソフトウエア 

Express サーバにバンドルされているソフトウエアの紹介およびインストールの方まじついて簡単に説明 
します。詳細はオンラインド车ュメントをご覧ください。 


ESMPRO/ServerAgent(Windows 2000/Windows NT 版 ) 


ESMPRO/ServerAgent (Windows 2000 /Windows NT 版）は Windows 2000 /Windows 
NT で運用している Express サーバにインス!-ールするサーバ監視用アプリケーションです。 
EXPRESS 巨 UILDER のシームレスセットアップで自動的にインス I ルすることができま 
す。ここでは個別にインス I -ールする場合に知っておいていただきたいを意事項とインス 
トールの手順を説明します。 

pi： 運用上のを意事項については、添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインド 
Iレ、卜I キュメント 「ESMPRO/ServerAgenKWindows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
- イド」に記載しています。ご覧ください。 


インス I -ール前の準備 


ESMPRO / ServerAgent を動作させるためじは Windows 2000 /Windows NT の TCP / IP と 
TCP / IP 関連コンポーネントの SNMP の設をが必要です。 

ネットワークサービスの設定 

プ〇トコルは TCP / IP を使用してください。 TCP / IP の設定についてはスタートメニューから 
起動する r ヘルプ」を参照してください。 

SNMP サービスの設定 

コミュニティをに 「 public 」、 トラップ送信先に送信先 IP アドレスを使います。 ESMPRO / 
56「ソ6「1\/13前96「側の設をで受信するトラップのコミュニティをデフォルトの「 public 」 から変 
要した場合は、£31\/1ド民0/56「ソ6「1\/1311396「側で新しく設定：したコミュニティをと同じを前を 
入力します。 
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インストール 


ESMPRO / ServerAgent のインストールは添付の 
CD - ROM 「 EXPRE % 目 UILDER 」 を使用します。 
Express サーバ上の Windows 2000 /Windows 
NT 4.0が起動した後、 Automn で表示されるメ 
ニューから[ソフトウエアのセットアップ]一 

[ ESMPRO ]- 拒 SMPRO / ServerAgent ] の順に 
クリックしてください。 W 降はダイア□グボック 
ス中のメッセージじ従ってインストールしてくだ 
さい。 


【巧■田の 


回 



wO • アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 

• Mylex ディスクアレイコント□-ラを監視する場合は、 Global Array Mana 呂 er をイ 
ンス I ルする必要びあります。 EXPRESSBUILDER か 5 ESMPR 0/ 
ServerA 呂 ent のセットアップを起動ずると、自動的に Global Array Mana 呂 er のイ 
ンストーラは起動します。 


ソ 

フ 

卜 

ヴ 

X 

ア 

編 


ネットワーク上の CD - ROM ドライブから実行する場合は、ネットワークドライブの割り当て 
を行った後、そのドライブから起動してください。エクスプ□ーラのネットワークコン 
ピュータからは起動しないで<ださい。 

■L アップデートインストールについて 

「ヒント I ESMPRO / ServerAgent がすでにインストールされている場合は、々のメッセージが表示さ 
れます。 


ESMPRO / ServerAgent が既にインストールされています。 


メッセージに従って処理してくださし、。 


インス I -ール後の確認 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした後に次の手順で正しくインストールされている 
ことを磕認してください。 

1 . Express サーバを再起動する。 

2 . イベント□グを開く。 

3. イベント□グじ ESMPRO / ServerAgent の監視サービス(こ関するエラーが登録されていないこと 
を確認する。 

エラーが登録されている場合は、正しくインストールされていません。もう一度はじめか6イン 
ストールし直してください。 


209 



















Power Console Plus ( サーバ ) 


Power Console Plus は AMI 製ディスクアレイコント□-ラシステムを構築している 
Windows 2000 /Winodws NT サーパの監視-管理用のアプリケーションです。 

Power Console Plus の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド羊ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

一 本装置の 3.5 インチ八ードディスクベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディスクアレ 
I チェック I イ構成(こした場合、 Power Console Plus をインストール後、 Enclosure Management メ 
ニューの Enclosure Property 画面や、システムイベント□グに]:>(下のように表示されます 
が、 3. 日インチ八ードディスクベイではファンを使用しないため、動作には問題ありませ 
ん。 

• Enclosure Property 画面上 

Fan 1: Not present 
Fan 2: Not present 

• システムイベント□グ表上 

Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #1=0x02: Not Installed 
Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #2=0x02: Not Installed 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に Power Console 円 us があらかじめインス I -ールされている場合 
があります。このままでも使用できますが、後述の 「Power Console Plus けーバ）の環境 
設を」に記載の内容の設定を行うことをお勤めします。また、リモートからの監視をする場 
合は別途 、 Power Console Plus 僧理 PC ) のインス I -- ルを行ってください。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

Power Console Plus は添付の 「 EXPRESS 巨 UILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インス I -ールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I -ールでき 
よ^ 〇 

シームレスセットアップを開始すると、アプリケーションを設をするダイア□グボックスが 
表示されます。ここで 「Power Console 円 US 」 を選択してください。なお、シームレスセッ 
トアップ後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別 
途 、 Power Console Plus (管理 PC ) のインストールを行ってください。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は W 下の説明を参考にしてインス I -ールをしてください。イン 
ス I -ールに関する詳しい手順と操作方まについては EXPRESS 巨 UILDER 内じあるオンライン 
ド车ュメント 「Power Console 円 us ™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 


Power Console Plus ( ヴーバ)をインストールする前に 


Power Console Plus けーパ）をインス I -- ルするときは、次に示す準備をしておく必要が 
あります。 

• AMI 製のディスクアレイコント□ー ラがシステムじ取り付けられていること 

• AMI 製のディスクアレイコント日ーラのドライバが組み a まれていること 
参 Windows の SNMP サービスが組み a まれていること 

• Windows の TCP / IP の設定:が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Windows Installer が組み) A まれていること （Microsoft Windows NT 4.0の場合） 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合 、 Service Pack Sti 降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2 JU 降がインストールされていること 
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•; • Windows NT 4.0 での Windows Installer の組み込みは EXPRESSBUILDER の 

「 ¥ESMPR0¥JP¥I386¥PC0N¥AMI¥INSTMSIW.EXE 」 を起動して く ださい。なお、 
Windows 2000 はこの操作は不要です。 

• Internet Explorer 4.01 サービスパツク 2 じ ( 上は Windows NT 4.0 の Service Pack 5 または 
6a 媒体からインストールできます。 


Power Console Plus ( ヴーパ')のインストール手順 

Power Console Plus けーバ）のインストールは 
添付の EXPRESS 巨 UILDER を使用します。 

Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESS 目 UILDER をドライブ、にセット後、 

Automn で表示されるメニューから[ソフトウエ 
アのセットアップ]一忙 SMPRO ] — [関連ユー 
テイリテイメニューへ ]— [Power Console 
円 us ] の順にクリックします。 
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ここで表示されるセットアップオプションの選択でインストールするコンポーネントとして 
r サーバ」または r サーバ十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください。じ(降 
はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。なお、インストー 
ル後は後述の環境設ををしてください。また、リモートからの監視をする場合は別途、 
Power Console Plus (管理 PC ) のインストールを行ってください。 

>1; 上記記述の管理サーバはネットワークで接続されたすべてのサーバおよび管理 PC を管理す 

U^tfi るコンピュータとしてネットワーク内に1つを義します。 


Power Console Plus ( ヴーバ)の環境設定 


• HOSTS ファイ J レの設定 

ネットワーク経由で制御する場合はすべてのサーバ/管理 PC および管理サーバの IP アド 
レスとホストをを登録してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要で 
す。 

• REGSERV.DAT の設定 

ネットワーク経由で制御する場合は管理サーパのホストををすでにある riocalhost 」 の設 
をと置換してください。サーバ内でのみ制御する場合はこの作業は不要です。 

• ESMPRO / ServerManager とのメニユー連携の設定 

システムに ESMPRO/ServerManager が インス I — ルされている 場合は、 
ESPRESSBUILDER の rESMPRO¥ 」 P¥l386¥PCON¥PCPESMSM.EXE 」 を実行して < 
ださい。 

• パスワードファイルのアクセス権設定 

「 c :¥ Winnt ¥ System 32¥ drivers ¥ etc ¥ raidpass . valJ ( c :¥ Wimt は、 Windows の一般的 
なインス I -- ル先フォルダです）をセキュリティ保持の観点から NTFS ファイルアクセス 
権を Administrator 権限などじ変更してください。 







Global Array Manager Server(Windows 2000 /Windows NTi) 


Global Array Manager ( GAM ) Server (Windows 2000 /Windows NT 版）は Mylex ディスク 
アレイシステムを構築している Windows 2000 /Windows NT サーバの監視-管理用のアプ 
リケーシヨンです。 

GAM Server の動作環境については、 EXPRESSBUILDER 内じあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版）インストレーシヨンガ 
イド」を参照してください。 GAM の操作方まについては、 CD-ROMfEXPRESSBUILDERJ 
内にあるオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照し 
てください。 


カスタムインスI-ールモデルでのセツトアップ 


モデルによっては購入時に GAM Server があらかじめインストールされている場合もありま ^ 
す。インス I ル済みの GAM Server の管理者用アカウントである 「 gamroot 」 は作成してい 卜 
ますが、パスワードを設定していません。このままでも使用できますが、セ车ュリティ保持 ミ 
の観点からパスワードを設定されることをお勤めします。 7 _ 


購入時にインストール済みの GAM Server の設定:内容については、添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のオンラインド车ュメント 「Global Array Manager Server 
(Windows 2000 /Windows NT 版)インストレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

GAM Server は添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 じ収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I ルでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。「手動インストール(新規インス 
I -ール)」の 「GAM Server をインス I -ールする前に」で記載した内容を満足するようにシーム 
レスセットアップ中のセットアップ情報を設をしてください （ DAC ドライバは Mylex ディス 
クアレイコント□ーラが接続されたマシンのシームレスセツトアップで自動的に組み込まれ 
ます）。 


シームレスセットアップ後に設ををしなければならない項目は特にありません。 

ただし 、 GAM Client から GAM Server を制御するために 「 adminstrator 」 権限を持つユーザー 
rgamroot 」 が必要です。シームレスセットアップではこの 「 gamroot 」 を作成します。シーム 
レスセットアップで GAM をインス I -ールするときはシームレセットアップの設を時に 
rgamroot 」 のパスワードを設をすることをお勧めします。 

パスワードを設定しないとセ丰ュリティ上の問題が発生する可能性があります。 
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手動インストール(新規インストール） 

手動でインストールする場合は、じ(下の説明を参考じしてインストールしてください。 
インス I ルに関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESS 巨 ULDER 」 内じある才 
ンラインドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 赋 
インストレーシヨンガイド」を参照してください。また、 GAM の操作方法については、 CD - 
ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager オペ 
レーシヨンガイド」を参照してください。 


GAM Server をインストールする前に 

GAM Server (Windows 2000 /Windows NT 版）をインストールするときは、次に示す準備 
をしておく必要があります。 

• DAC ドライバが組み a み済みであること 

• TCP / IP の設定が終了していること 

• システムのアップデートが終了していること 

34ぺージ (Windows 2000). 52ぺージ (Windows NT ) を参照してください。 

• SNMP サービスの設定が終了していること 

ESMPRO と連携する場合 GAM Server のインス I -ールに先立って設をを終了させておく 
必要があります。 


GAM Server のインス I ル手順 


GAM Server のインストールは添付の 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 と書かれた CD - ROM を 
使用します。 

Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESS 巨 UILDER の CD - ROM をドライフ、、(こ 
セット後、 Automn で表示されるメニューか 
ら[ソフトウェアのセットア、ソプ]- 
[ ESMPRO ] —[関連ユーティリティ]— 
[Global Array Manager ] の順にクリ、ソクしま 
す。ここで表示される[セットアップオプシヨ 
ンの選択]ダイア□グボックスの [GAM 
Serve 「インス!'''ール]をチェックし、[次へ]を 
クリックしてください。 W 降はダイア□グ 
ボックス中のメ、ソセージに従ってインストー 
ルしてください(をダイア□グボックスでの推 
奨する操作をヒントにまとめています）。 
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♦アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 
• GAM Server のインス I ル後は必ずシステムを再起動してください。 


■ I ： [セットアップの完了]ダイアログボックスの [Global Array Manager [ x . xx ] の環境設をを行 
ぃり ないます]はチェックしてください。 


GAM Server の環境設定 

• GAM の管理者用アカウント呂 amroot の登録 

GAM を使用する場合、 GAM の管理者用のアカウントである gamroot (すべてル文字)とい 
うユーザーが必要です 。 Windows 2000 /Windows NT のユーザーマネージャで登録し 
てください。 gamroot が所属するグループには Administrator ドメインサーバの場合は 
Domain Admins ) を追力□してください。 

ソ 

M-O カスタムインス I ルモデルなどで GAM Server をインス I ルして出荷している装 卜 

置については、呂 amroot ユーザーは登録済みです。ただし、パスワードを設定してい ウ 

ません。セキュリティ保持の観点か5必ず、パスワードを設定するようにしてくださ ^ 

い。 占 
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• GAM Server の環境設定ファイルの修正 

[セットアップの完了]ダイア□グボックスの [Global Array Manage 「[ x . xx ] の環境設定を 
行ないます]をチェックした場合、この作業は不要です。なお、修正する場合はオンライ 
ンドキュメント 「Global Array Manager Server (Windows 2000 /Windows NT 版)イン 
ストレーシヨンガイド」を参照してください。 
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自動クリーンアップツール 


自動クリーンアップツールは Mylex ディスクアレイの整合性をチェックし、橫化した不整合 
を修復するアプリケーシヨンです。 

自動クリーンアップツールの動作環境や使用方まについては、 EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインド羊ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照して 
ください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時に自動クリーンアップツールがあらかじめインストールされている 
場合もあります。インストール済みの自動クリーンアップツールは、スケジュールの設定が 
されていません。スケジュール設定については、後述の自動クリーンアップツールの環境設 
定:や EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド车ュメント「自動クリーンアップツールイン 
ストレーシヨンガイド」を参照し、設定してください。 

購入時にインス I -ール済みの自動クリーンアップツールの設定内容については CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のオンラインドキュメント「自動クリーンアップツールインスト 
レーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセットアップを使ったセットアップ 

自動クリーンアップツールは添付の CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 に収められている 
Windows 2000 /Windows NT 自動インス I -- ルツール「シームレスセットアップ」を使って 
インス I ルできます （ DAC ドライバや GAM ドライバは Mylex ディスクアレイコント日ーラ 
が接続されたマシンのシームレスセットアップで自動的に組み a まれます）。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設をするダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで r 自動クリーンアップツール」を選択してください。なお、「手動インストール(新 
規インス!-ール)」の r 自動クリーンアップツールをインス I -ールする前に」で記載した内容を 
満足するようにシームレスセットアップ中のセットアップ情報を設をしてください。 

シームレスセットアップはスケジュール設定までは行っていません。スケジュール設をにつ 
いては後述の自動クリーンアップ、ソールの環境設定や EXPRESSBUILDER 内じあるオンライ 
ンドキュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照し、設をして 
ください。 
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手動インストール(新規インストール) 


手動でインス I -ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 
インストールや操作に関する詳しい手順については、 CD - ROMrEXPRESS 巨 ULDER 」 内に 
あるオンラインド羊ュメント r 自動クリーンアップツールインストレーシヨンガイド」を参照 
してください。 


自動クリーンアツプツールをインストールする前に 

自動クリーンアップツールをインストールするときは、次に示す準備をしておく必要があり 
ます。 


• DAC ドライバが組み込み済みであること 

• GAM Server が組み込み済みであること 

• システムのアップデートが終了していること 


自動クリーンアップツールのインス I -ールは添 
付 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 をイち用しま 
す 。 Windows 2000 /Windows NT 4.0では 
EXPRESS 目 UILDER CD - ROM をドライフ、、(こ 
セット後、 Autorun で表示されるメニューから 
[ソフトウエアのセットアップ]一[自動クリーン 
アップ、ソール]をクリ 、ソク します（またはダイア 
□グボックス上でちクリックすると表示される 
ポップアップメニューから選択します）。じ(降 
はダイア□グボックス中のメッセージに従って 
インストールしてください。 
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34ぺージ (Windows 2000). 52ぺージ (Windows NT ) を参照してください。 


自動クリーンアツプツールのインス I ル手順 



アドミニストレータの権限を持ったアカウントでシステムに□グインしてください。 


自動クリーンアップツールの環境設定 

自動クリーンアップツールのスケジュール起動は Windows 2000 /Windows NT の標準機能 
である AT 〕 マンドのスケジュール機能を利用します。この場合、 schedule サービスが実行 
中でなければなりません。 

schedule サービスの起動はコント□-ルパネルの[サービス]をダブルクリックして表示され 
る[サービス]ダイア □ グボ、ソクスで行います。 

■I ： • サービスの設をは Administrators 口ーカルグループのメンバであるユーザアカウントで 

ログオンする必要があります。 

• schedule サービスのスタートアップは「自動」に設をしておくことをお勧めします。 
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Array Recovery Tool 


Array Recovery Tool は、 Mylex ディスクアレイコント□-ラに接続されている八ードディ 
スクの状態を監視し、不良八ードディスク ( DEAD 状態)を橫化すると自動的にリビルド、整 
合性チェックを行い、システムドライブを復旧します。 


Array Recovery Tool のインストールは、 
添付の CD-ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を 
使用します。インストール終了後に特別な 
設定などをする必要はありません。 

Array Recovery Tool のインス I —ルや動 
作環境の設定については 
EXPRESS 目 UILDER 内のオンラインドキュ 
メントを参照してください。 





防辟:挪:さ:3 


柄邮 I 
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エクスプレス通報ヴービス 


エクスプレス通報サービスに登録することにより、システムじ発生する障害情報(予防保守 
情報含む）を電子メールやモデム経由で保守センターじ自動通報することができます。 

本サービスを使用することにより、システムの障害を事前に察®したり、障害発生時に迅速 
じ保守を行ったりすることができます。 

また、お客様のサーバ上で動作するエクスプレス通報サービスと、クライアント上で動作す 
るシステム監視サービス （ DMITOOL ) を連携させることでシステムを安をじ稼働させること 
ができる、クライアント/サーバ型の保守サービス （PC 通報連携機能）を提供しています。 


カスタムインスI-ールモデルでのセツトアップ 


モデルじよっては購入時にエクスプレス通報サービスがあらかじめインス I '''ールされている 
場合もあります。インストール済みのエクスプレス通報サービスはまだ無効になっておりま 4 

す。必要な契約を行い、通報開局 FD を入手してから、次の操作を行うとエクスプレス通報 ^ 
サービスは有効になります。エクスプレス通報サービス有効後は EXPRESSBUILDER 内じあ ミ 

るオンラインドキュメント r エクスプレス通報サービスインストレーションガイド」を参照し 飞_ 

て設定してください。 ® 


セットアップに必要な契約 

エクスプレス通報サービスを有効にするには、 W 下の契約等が必要となりますので、あらか 
じめ準備してください。 

• 本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 

• 通報開局 FD 

契約後送がされる通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 
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エクスプレス通報サービスを有効にする操作 

次の手順で購入時にインス I -ール済みのエクスプレス通報サービスの機能を有効にします。 


1 . [コント□-ルパネル]の忙 SMPRO/ServerAgent] を選択する。 

2 . [全般]タブの[通報の設定]をクリックする。 

アラートマネージャ設定ツールが起動します。 

3. [ツール]メニューの[エクスプレス通報サービス]、[サーバ]を選択する。 
[エクスプレス通報サービスセットアップユーティリティ]が起動します。 

4. 通報開局 FD をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、通報開局 FD を読み込む。 
エクスプレス通報サービスが有効となります。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、 t (下の説明を参考にしてインス I -ールしてください。 


エクスプレス通報サービスのセットアップ環境 

エクスプレス通報サービスをセットアップするためには、 t (下の環境が必要です。 

ノ、ードウェア 

• メモリ 18.01 VBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 30.01 VBJU 上 
• モデム 

ダイヤルアップ経由の通報を使用する場合、モデムが必要です。ダイ^ルアップ経由の 
エクスプレス通報で使用するモデムは NEC フィールディングにご相談ください。 

• メールサーバ 

電子メール経由の通報を使用する場合、 SMTP をサポートしているメールサーバが必要 
です。 


ソフトウェア 

• Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 ( Server/Advanced Server / Professional ) 

• Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 ( Server / Workstation ) 

• ESMPRO/ServerAgent Ver .3.1 JU 降 
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セットアップに必要な契約 

セットアップを行うには、じ(下の契約等が必要となりますので、あらかじめ準備してくださ 
い。 

• 本体装置の八ードウてア保守契約、またはエクスプレス通報サービスの契約 

本体装置の八ードウエア保守契約、またはエクスプレス通報サービスのみの契約がお済 
みでないと、エクスプレス通報サービスはご利用できません。契約内容の詳細について 
は、お買い求めの販売店にお問い合わせください。 


• 通報開局 FD 


契約後送付される通報開局 FD が必要となります。まだ到着していない場合、通報開局 FD 
が到着してから、セットアップを行ってください。 

■ 

エクスプレス通報サービスのセットアップじついては、「オンラインド羊ュメント」を参照し 

てください。 ソ 
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PC 通報連携機能は、クライアントで発生した障害の情報を電子メールやモデム経由で保守 
センターに自動通報するサービスです。このサービスを使用することにより、クライアント 
の障害を事前に察知したり、障害発生時、すみやかに保守することができます。 

PC 通報連携機能のセットアップについては、「オンラインドキュメント」を参照してくださ 
い。 

また、別途 PC 通報連携機能での契約が必要となります。お買い求めの販売店、または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 
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テープ監視ツール 


テープ監視ツールは、 Express サーバに搭載したテープドライブならびに使用しているテー 
プメディアの状態を監視するユーティリティです。 

へ、ソドのミちれや不良テープの使用などによるバックアップファイルの消失やバックアップの 
失敗などを防止するためじ、テープドライブを搭載している装置にはこのユーティリティを 
インス I '''ールすることをお勧めします。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購入時にテープ監視ツールがあらかじめインス!-ールされている場合もあ 
ります。インストール済みのテープ監視ツールのサービスを次のように設定してください。 
サービスの設をは[コント□ールパネル]の[サービス]をダブルクリ、ソクすると起動します。 

• 選択するサービスさ )： TapeAlertChecker 
• スタートアップの種類：自動 
• □グオン： システムアカウント 

[デスクトップとの対話をサービスに許巧]にチェック 

サービスに打3戶6八16け加6〇1<6「]がない場合は、装置にインス!-ルされていません。次の 

r 手動インストール(新規インストール）」を参照してインストールしてください。 


手動インスI-ール(新規インスI-ール） 

手動でインス!-ールする場合は、 U 下の説明を参考にしてインストールしてください。詳し 
くはオンラインド车ュメントの r テープ監視ツールセットアップガイド」をご覧ください。才 
ンラインドキュメントは、ミがの CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリじ 
PDF ファイルで格納されています。 

CD-ROM ドライブ、: ¥ TpTool ¥_ inst 32 i ¥ SG _ TP 3 .pdf 


動作環境 


ノ、ードウエア 

• インストールする装置 Express 5800/50、100、600シリーズ本体 


• メモリ 500 KBJU 上 

• 八ードディスクの空き容量 2.2 MBJU 上 

ソフトウエア 

• オペレーティングシステム 

— Microsoft ® Windows NT ® 4.0日本語版 (Service Pack 5]:>(齡 
— Microsoft ® Windows ® 2000日本語版 
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• アプリケーション 

- ARCserve J 6.0 for Windows NT ( SP 3) (全エディション） 

- ARCserve J 6.5 for Windows NT (全エディション、 Patch 07 が必要) 
- ARCservelT J 6.61 for Windows NT (全エディション） 

- ARCserve 2000 ( SP 2) (全エディション） 

—己 ackupExec for Windows NT Ver .7.3 
—己 ackupExec for Windows NT Ver .8.5 
- NTBackup(Windows NT 標準装備のバックアップツール） 

-己 KUP 


監視対象装置 


テープ監視ツールで監視できるテープドライブは次のとおりです (2002 年3月現在）。 


• 内蔵/外が AIT 

• 内蔵/外が AIT 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 3) 

• 内蔵/外が DAT 集合型 ( DDS 3) 
• 内蔵 TRAVAN 
• 外が TRAVAN 集合型 
• 内蔵/外付 DAT ( DDS 4) 

• 内蔵/外付 DAT 集合型 ( DDS 4) 
• 内蔵 SLOT 
• 内蔵 LT 0 
• 外が LT 0 


N 8151-28/-34/-41/-44、 

N 8551-19/-28/-34、 N 8560-16 
N 8151-29、 N 8551-20/-29/-36、 N 8560-17 
N 8151-12 BC 、 N 8551-12/-12 A /-12 BC 、 
N 8560 -12/-12 AC 

N 8551-13/-13 AC 、 N 8560 -13/-13 AC 
N 855 1-21 
N 8560-19 

N 8151-26/-43、 N 8551-26、 N 8560 -22 
N 8151-27、 N 8551-27、 N 8560 -23 
N 8151-38 
N 8151-37/-40 
N 8160 -39 
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対象ドライブとバックアップソフトの対応につきましては NEC の Web 情報ページにある 
8番街 ( http :// nec 8. com /) の「ケア-サポート」一「テクニカルガイド」一 「 Express 5800/100 
シリーズテクニカルガイド」にあります。バックアップ装置<バックアップ装置対応ソフト 
ウェア① WindowsNT / 2000 > を磕認してください。 


インストール手順 

添付の CD - ROM 「 EXPRESSBUILDER 」 の次のディレクトリにある！ " Setup . exe 」 をエクスプ 
□ーラなどから起動して<ださい。 

CD-ROM ドライブ: ¥ TpTool ¥ Jnst 32 伴 setup.exe 

じ(降は画面に表示されるメッセージに従ってください。詳しくはオンラインドキュメントで 
説明しています。 

インス!-ールの完了後、サービスが動作していることを確認してください。前ページの「力 
スタムインス I -ールモデルでのセットアップ」の説明を参照してください。 

監視についての詳細な設をは、 ini ファイルを編集することで変更できます。 in ロァイルは rc : 
¥ Program ドお5¥下3り6八16け加6〇1<6「¥01.1加です（デフォルトの設定:でインス I ―ルした場 
合）。設をの詳細じついてはオンラインド车ュメントをご覧ください。 
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ESMPRO/UPSController Ver.2.1 


BTO (ビルド•トゥ•才ーダー)でインス! -- ルされる ESMPRO/UPSController Ver .2.1 に 
ついて説明します。 

■I ： ビルド.トゥ•才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


インストール済みの ESMPRO/UPSController のセツトアップ 


Express サーバのモデルの中には化荷時に rESMPRO / UPSController 」 がインス I ル済み 
の場合がありますが、設定値はデフォルト値のままになっている場合があります。 

ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


ESMPRO / UPSController ヴービス ( SPOC-I Service ) の起動 

[サービスコント□ールマネージャ]を開き、 [ SPOC-I Service ] を開始してください。 
すでに、に POC-I Service ] が開始されている場合はそのままでかまいません。[コント□一 
ルパネル]を閉じてください。 


動作確認 

SPOC-I Service が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を磕認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行って<ださい。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示すの処理を行う必要はあり 
ません。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で ESMPRO / UPSController が正常 
じ起動していることを磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]さ)がに P 0 C-I Service 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS 通信開始 

[異常] UPS 通信エラー(無応答） 

このイベントが存在した場合、この後の「設定変更」を参照して ES M PRO / 
UPSController の設定を変更してください。 
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■ 確認 2 ESMPRO/UPSController の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、 GUI で UPS の情報が正しく表示されていることを磕認し 
てください。 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、巾]を 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セツトアップカード」を参照してくださ 
い。 


2. [UPSController マトグト]のメイン画面(チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最^」 V 電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示される。 

[異常] UPS 情報の「商用電源の値( V )」 、 「商用最大電圧の值( V )」 、 「商用最^」 V 電圧の値( V )」 、 
「負荷容量の値(％)」等が表示されない。 

この後の r 設定変更」を参照して ESMPRO/UPSController の設定を変更してください。 



_ ソ 

設定変更 I 
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r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を エ 
を変更してください。 L 


1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ ESMPRO . UPSController] - [UPSController マネ-シ、、りを 
起動する。 

起動方法の詳細は、別冊の ESMPRO/UPSController の「セットアップカード」を参照してくださ 
い。 

2. [UPSController 巧-シ''りのメこューバーより、[設定]-働作環境の設定]を選択し、下記の設定 
画面を表示し、を設定内容を確認する。 



コンピュータと UPS の通信を巧う COM 
ポー ト 番号を正しく設定する。 


使用する UPS を正しく設定する。 


ESMPRO/AutomaticRunningController と連 
携して使用ずる場合に r する」を設定する。 
(連携して使用しない場合は、必ず「しない」 
に設定してする。） 

3. 正しく設定した後、 [UPSController 巧-シ''りのメニューバーより、[ファイル]-[上書き保存]を 
選択し、設定を保をする。 


4. [コント□-ルパネル]の[サービス]を開き、 [ SPOC-I Service ] を再起動する。 


己.前ページの動作確認をする。 
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新規インストール 


ESMPRO/UPSController Ver .2.1 を新規にインス I -- ルする手順を説明します。 


ESMPRO / UPSController のアンインストール 

現在コンピュータにインストールされている ESMPRO/UPSController をアンインストール 
してください。 

ESMPRO/UPSController のアンインストールは、「 [ 乂り「 65556 「ソ 6 「 513 け 1^ 」のじ 0-1^01\/1 と 
rESMPRO/UPSController Ve 「 .2. 1 (UL 1 047-401 ) 」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってアン 
インストールしてください。 

ESMPRO / UPSController のアンインストールについての詳細は、另リ冊の ESMPR 0/ 
UPSControllerCDr セットアップカード」を参照してください。 

アンインストール後は、必ずコンピュータを再起動してください。 


インス I ル 

ESMPRO/UPSController のインストールは、「 [ 乂戶「 65556 「ソ 6 「 513 け。戶」のじ 0-1^01\/1 と 
rESMPRO/UPSController Ve 「.2. 1 (UL 1 047-401) 」の Key-FD (羊ーディスク）を使ってイン 
ストールしてください。 

ESMPRO/UPSController のインストールについての詳細は、別冊の ESMPR0/ 
UPSController の「セツトアップカード」を参照してください。 


アップデートインストール 

アップデートは次の手順に従ってください。 

1 . Administrators □— カルグループに所属する ユーザーで □グオンする。 

2. 安全のためじ、必要最ル限のアプリケーション ( Server サービスなど)を除くアプリケーションを 
終了する。 

3. 「スタートメニュー」一「設定」 一 r コント□-ルパネル」一「サービス」で次のサービスを停止する。 

• SP 0 C-I Service 

• ESMPRO/ARC Service 

• SNMP Service 

4. 「 ExpressServerSta け up 」 の CD - ROM を CD-ROM ドライブに、 「 ESMPRO/UPSController 
Ver 2.1( UL 1047-401)」 の Key - FD (キーディスク）をフ□、ソピーディスクドライブにセ、ソトする。 

己.「 Exp ^ essSe ^ ve ^ Sta け up 」 CD - ROM の中(こあるに ETUP . EXE 」を起動する。 
ESMPRO / UPSController のアップデートが開始されます。 

巨.アップデート完了後、システムを再起動する。 


226 






7. 再起動後、 ESMPRO / UPSContmller マネージャを起動し、 ESMPRO / UPSContmller のバージョ 
ンを確認する。 


ESMPRO/UPSController Version 2.1 


U 上でアップデートは終了です。 


ソ 

フ 

卜 

ヴ 

ェ 

ア 

編 
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PowerChute plus Ver ■ 已 ■11J/ 已 .2 J 


BTO (ビルド-トゥ-才ーダー）でインス I ルされる PowerChute plus Ver .5.1 1 J /5.2」 に 
ついて説明します。 

pi ： ビルド.トゥ•才ーダーで指をされたバンドルソフトウェア、あるいは才ーダーされたソフ 
トウエアです。なお、 EXPRESSBUILDER には含まれていません。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

Express サーバのモデルの中には化荷時じ 「PowerChute plus ] がインス I ■■'―ル済みの場合が 
あります。ただし、 PowerChute 戶 /las はデフォルト値の状態でインス!ルされています。 
ここで示す手順に従ってお客様のご使用環境に合わせた状態にセツトアップしてください。 


PowerChute p / us ヴービス ( UPS-APC PowerChute plus Service ) の起動 

[コント日ールパネル]のけービス]を開き、 [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] を開始 
してください。すでに [ UPS-APC PowerChuteplus Service ] が開始されている場合はその 
ままでかまいません。[コント□ールパネル]を閉じてください。 


動作確認 

UPS-APC PowerChute 戶心 s Service が起動後、約1分 U 上経過してから次の方まで動作を 
確認します。 

動作磕認は、「磕認1」、「磕認2」の両方とち行って<ださい。「磕認1」、「磕認2」の両方が「正 
常」な場合は、動作に問題ありません。この後の r 設定変更」に示す処理を行う必要はありま 
せん。 

■ 確認1イベントビューアによる確認 

Windows 2000 /Windows NT の「イベントビューア」で PowerChute 戶 / las が正常に起動 
していることを磕認してください。 

1 . [イベントビューア]を起動する。 

2 . [イベントビューア]のメニューバーか6[□グ]を選択し、[システム]を選ぶ。 

3. 上記により表示されたイベントの中か6[ソース]をが rups 」 のものを選ぶ。 

4. イベントの[詳細]を表示し、下のイベントの[説明]があることを確認する。 

[正常] UPS との通信が確立しました。 

[異常] UPS との通信が確立できません。 

このイベントが存在した場合、この後の r 設定変更」を参照して PowerChute plus の讚 
定を変更して < ださい。 

■ 確認2 PowerChute り/ i / s の GUI による確認 

「磕認1」で r 正常」を磕認した後、次の手順で UPS の情報が正しく表示されていることをる在 
認してください。 
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1. [ スタート ] メニューの [ プ □ グラム ]— [PowerChutePLUS] —[PowerChutePLUS] を起動する。 


起動方法の詳細は PowerChute plus の[インス トールガイド」を参照してください。 

2. [ PowerChutePLUS ] のメイン画面（チヤート）で UPS の情報が表示されていることを確認する。 

[正常]データフィールドエリアの rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「化力 
周波数」などが表示される。 

[異常] UPS 情報の rups 化力」、「最ル電圧」、「最大電圧」、 rups 温度」、「出力周波数」などが 
グレーアウトで表示されている。 

この後の r 設定変更」を参照して PowerChute の設定を変更して<ださい。 


設定変更 


r 動作磕認」の r 磕認1」、または r 磕認2」で r 異常」だった場合は、次の設定内容を磕認して設を 
を変更してください。 



1 . [スタート]メニューの[プ□グラム]- [ PowerChutePLUS ]-[ PowerChutePLUS ] を起動する。 つ 

起動方まの詳細は、 PowerChu お p / us の「オンラインヘルプ」、または PowerChute 曲5に添が た 
の r ユーザーズガイド」を参照して < ださい。 エ 

ア 

2. [ PowerChutePLUS ] のメニューバーより、[構成]-随信パラメータ]を選択し、下記の設定画面 編 

を表示し、を設定内容を確認する。 



通信シグナルが[スマー 
トシグナリング]である 
ことを確認する。 


コンピュータと UPS の通信 
を行う COM ポート番号を正 
しく設定する。 


3. 正しく設定した後、 [0 K ] をクリックし、 「 PowerChutePLUS 」 のメニューバーより、[システム] 
一[別のサーバを監視]を選択し、再度監視するサーバを選択する。 

4. 前ページの動作確認をする。 

新規インスI-ール 

PowerChute 戶 / L / s の新規インストール（再インストール）については、 PowerChute plus に 
添付の「インストールガイド」を参照してください。 
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管理 PC 用バンドルソフトウエア 

Express サーバをネットワーク上から管理するための r 管理 PC 」 を構築するために必要なバンドルソフト 
ウェアについて説明します。 


ESMPRO/ServerManager 


ESMPRO / ServerAgent がインス I ルされたコンピュータをネ、ソトワーク上の管理 PC か 
ら監視-管理するには、 EXPRESS 目 UILDER にバンドルされている ESM PRO / 
56「ソ6「1\/1311396「をお使いください。 

管理 PC へのインストール方まや設定の詳細についてはオンラインド车ュメントまたは 
ESMPRO のオンラインヘルプをご覧ください。 

■: ESMPRO/ServerManager の使用にあたってのを意事項や補足説明がオンラインドキュメン 

卜で説明されています。添付の CD-ROM「EXPRESSBUILDER」 内のオンラインドキュメン 
卜 「ESMPRO/ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


MWA 〜 Management Workstation Application 〜 


MWA は、ネットワーク上から管理 PC 作 SMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「が動作しているコンピ 
ユータ）を使用して、 Express サーバをリモート管理するためのアプリケーションです。 
Express 5800シリーズの運用管理を行う管理者の負担を軽減させることができます。 

■： MWA のセットアップと運用に関する詳細な説明については、 EXPRESSBUILDER CD- 

ROM 内の杉下のパスに格納されているオンラインドキユメント 「MWA ファーストステップ 

* - * ガイド」を参照してください （EXPRESSBUILDER の「マスターコントロールメニユー」から 

も開くことができます）。 

CD-ROM ドライブ :¥mwa¥doc¥jp¥mwa_fsg.pdf 

機能と操作方法に関する詳細な説明については、 M WA のオンラインヘルプを参照してくだ 
さい。 
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通信方法 

MWA を使用する管理 PC が LAN 、 WAN 、 ダイレクト（シリアル ( COM ) ポート）のいずれかの 
方まで Express 5800シリーズと接続されていれば MWA を使ったリモート管理ができます。 

I n-O シリアルポート接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。し八1\1接続は1_八1\1ポート1のみ 
E 重3 使用可能です。 


MWA の機能 


MWA は Express 5800シリーズのシステム BIOS やべースボードマネージメントコント □- 
ラ旧 MC ) と接続することによりじ(下の機能を実現しています。 


• リモートコンソール機能 



Express 5800シリーズの POST 実行画面および ROM - DOS / MS - DOS のブート中の実行 
画面を管理 PC 上の MWA のウィンドウから見ることができます。またこの間、 フ 
Express 5800シリーズを管理 PC のキーボードから操作できます。 と 

— "〇 • LAN 接続によるリモートコンソールで 「RAID EzAssist 」 を起動ずる場合には、 ア 

国司 BIOS セットアップユーティリティにて Server メニューの 「Con sole 編 

Redirection 」 を還択し 「BIOS Redirection Po け」を 「 Disabled 」 に設定してくだ 
さい。 

• LAN 接続での MWAU モート監視において、リモートコンソールの動作指定は「指 
定なし」 （ Default 設定)で使用してください。 「 MWA モードで実衍を指定すると、 
Express サーバの OS び起動できなくなる場合びあります。なお、 MWA モードは 
OS び MS - DOS の場台のみ使用できまず。 


• リモートドライブ機能* 


管理 PC 上のフ□、ソピーディスクドライブまたは、フ□、ソピーディスクのイメー ジフアイ 
ルから Express 5800シリーズを起動することができます。 

* LAN 接続時のみの機能です。 


• リモート電源制御 


管理 PC 上の MWA からリモートで、 Express 5800シリーズに対して tTF の電源制御が行 
又ます。 


-パヮ ー ON/OFF 

-パワーサイクル（パワー OFF の後、しばらくしてパワー ON ) 

-リセット 
- OS シャツトダウン* 

* 本コマンドをサポートしている ESMPRO / ServerAgent が Express 5800シリーズ上 
で動作している場合のみの機能です。 
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u モート情報収集 

管理用 PC 上の MWA からリモートで]: i 下の情報を収集することができます。 


-システムイベント□グ ( SEL ) 

-センサ装置情報 ( SDR ) 

-保守交換部品情報 ( FRU ) 

-巨 MC 設定情報 

• ESMPRO との連携* 

Express 5800シリーズの巨 MC からの装置異常などの通報を受信すると通報内容を解析し 
て、 ESMPRO のアラート□グへ自動的に登録します。 

* LAN 経由のみの機能です。 


動作環境 

MWA を動作させることができる八ードウエア/ソフトウエア環境は次の通りです。 

• 管理 PC (インス!ルするコンピユータ） 

MWA は Windows が動作しているコンピュータ上で動作します。詳細は 「 MWA ファース 
トステップガイド」を参照してください。 

• MWA でリモート保守する装置 

Express 5800シリーズに添付のユーザーズガイドに MWA の記載がある装置。対象装置 
には、 RomPilot 、 BMC . SMC のいずれかが搭載されています。本装置には巨 MCOPMI 
Ver .1.5) が搭載されています。 
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MWA のインストール 

MWA を使って本装置を管理するには、 Express 5800シリーズ本体側に MWA Agent を、管 
理 PC 側に MWA Manager をそれぞれインストールしてください。 

MWA Agent は BMC をコンフィグレーシヨンするためのツールです。 Windows 上から BMC 
をコンフィグレーシヨンしたい場合にインストールしてください 。 MWA Manager から 
Express 5800シリーズをリモート制御する際には 、 MWA Agent は必要ありません。 


MWA Agent のインストール 


MWA Agent は、 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 を使って Express 5800シリーズ本体にイ 
ンストールします。 



1. Windows 2000または Windows NT 4.0 を起動する。 、， 

2. CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 を CD - ROM ドライブ、じセットする。 ート 

Autorun 機能により EXPRESS 目 UILDER のマスターコント□-ルメニューが自動的に表示されま 二 
す。 ア 

編 

3. [ソフトウェアのセットアップ]- [ MWA ] 

の順(こクリックする。 

励 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 


4. [MWA Agent ] をクリックする。 

MWA Agent のインストーラが起動しま 
す。インストーラの指示に従ってインス 
卜ールしてください。 


〇オンラインドキユタント 


EXPRESSBUILDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 


O 




/垂 V 7 トウ X アの 1 

セットアップ J 


Copyright NEC CorporoHon 


NEC 
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MWA Mana 甚 er のインストール 

MWA Manager は、 CD - ROMrEXPRESS 目 UILDER 」 を使って管理 PC じインストールしま 
す。 

1 . Windows を起動する。 

• L 回 

MWA が動作可能な OS について、 「MWA ファーストステップガイド」を確認してください。 

2. CD-ROM「EXPRESS 目 ULDER 」を CD-ROM ドライブ、(こセットする。 

Autorun 機能により EXPRESS 目 ULDER のマスターコント□-ルメニユーが自動的に表示されま 
す。 

3. [ソフトウェアのセットアップ] 一 [MWA] 

の順にクリックする。 

• L 回 

右図の画面上で右クリックしてもポッ 
プアップメニューが表示されます。 


4. [MWA Manager] をクリックする。 

MWA のインストーラが起動します。イ 
ンストーラの指示に従ってインストール 
してください。 



コンフイグレーシヨン 

コンフィグレーションで必要なものは次のとおりです。 

• EXPRESSBUILDER CD-ROM 
• 設定情報 

コンフィグレーションは MWA 側と Express 5800シリーズ装置側の両方必要です 。 MWA 
側ではリモート管理する Express 5800シリーズの装置台数分の設を情報が必要です。 

Express 5800シリーズ装置側のコンフィグレーションには2通りの方まがあります。 

「 EXPRESS 巨 UILDERJCD - ROM から Express 5800シリーズを起動して実行する「システ 
ムマネージメントの設を」によるコンフィグレーションと Express 5800シリーズ装置の 
Windows 2000または Windows NT 上から起動する MWA Agent によるコンフィグレー 

シ ョンです。 

詳細な手順については 「 EXPRESS 目 UILDERJCD - ROM 内にある 「MWA ファーストステ、 ソ 
プガイド」または MWA のオンラインヘルプを参照してください。 
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Power Console Plus ( 管理 PC) 


Power Console 円 us をネットワーク経由でサーバを管理する場合にインストールします。 

Power Console 円 us の動作環境や操作手順については、 EXPRESSBUILDER 内にあるオン 
ラインド车ュメント 「Power Console 円 us™ ユーザーズマニュアル」を参照してください。 

じ(下の説明を参考じして Power Console 円 us (管理 PC) を管理 PC にインス I -ールしてくだ 
さい。インス I ルに関する詳しい手順と操作方法については EXPRESSBUILDER 内にある 
オンラインド羊ュメント 「Power Console 円 us™ ユーザーズマニュアル」を参照ください。 

一 本装置の 3.5 インチ八ードディスクベイまたはオプションの増設 HDD ケージをディスクアレ 

I チェック I イ構成にした場合、 Power Console Plus をインストール後、 Enclosure Management メ 
ニ ュ-の Enclosure Property 画面や、システムイベント□グに U 下のように表示されます 
が、 3. 日インチ八ードディスクベイではファンを使用しないため、動作には問題ありませ 
ん。 V 

• Enclosure Property 画面上 
Fan 1: Not present 

Fan 2: Not present ア 

• システムイベント□グ表上 ® 

Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #1=0x02: Not Installed 
Adapter 1 Channel 1 Target 6: Status of Fan #2=0x02: Not Installed 


Power Console Plus ( 管理 PC ) をインストールする前に 

Power Console Plus 僧理 PC) をインストールするときは、次に示す準備をしておく必要 
があります。 

• Windows の TCP/IP の設定:が終了していること 
• システムのアップデートが終了していること 

• Windows Installer が組み込まれていること 

• Administrators グループで□グオンされていること 

• Windows NT 4.0の場合、 Service Pack 5JU 降が適用されていること 

• Internet Explorer 4.01 Service Pack 2JU 降がインストールされていること 


• Microsoft Windows NT Version 4.0 での Windows Installer の組み込みは、 
「 EXPRESSBUILDER 」 の 「 ¥ESMPRO¥J P¥I386¥PC0N¥AMI 」 にあるファイ J レ 
「 INSTMSIW.EXE 」 を実行して組み込みます 。 Microsoft Windows 95/98/Me の場合、同 
様に 「 INSTMSIA.EXE 」 を実行し組み込みます。なお 、 Windows 2000 はこの操作は不要 
です。 


• Internet Explorer 4.01 Service Pack2 じ ( 降は Windows NT4.0 の Service Pack5 または 6a 
媒体からインストールできます。 
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Power Console Plus ( 管理 PC ) のインストール手順 


Power Console Plus (管理 PC ) のインス I —ル 
はミ付の EXPRESSBUILDER をイち用します。 
Windows 2000 、 Windows NT 4.0、および 
Windows 95/98/ Me では EXPRESS 目 UILDER 
をドライブにセット後、 Automn で表示されるメ 
ニューから[ソフトウエアのセットアップ]一 
[ ESMPRO ]- [関連ユーティリティメニューへ] 
— [Power Console Plus ] の順にクリックしま 
す。 



ここで表示されるセットアップオプションの選択でインス I -ールするコンポーネントとして 
「管理 PC 」 または r 管理 PC 十管理サーバ」をチェックし、[次へ]をクリックしてください 。 W 
降はダイア□グボックスのメッセージに従ってインストールしてください。 

上記記述の管埋サーバはネットワークで接続されたすベてのサーバおよび管埋 PC を管理す 
U>7r| るコンピュータとしてネットワーク内に 1 つを義します。 


Power Console Plus ( 管理 PC ) の環境設定 


• HOSTS フアイ J レの設定 

管理サーバとすべてのサーバ/管理 PC の IP アドレスとホストをを登録してください。 

• REGSERV.DAT の設定 

管理サーバのホストををすでにある riocalhost 」 の設定と置換してください。 

• ESMPRO/ServerMana 呂 er とのメニュー連携の設定 

システムに ESMPRO/ServerManager がインス I —ルされている場合は、 
ESPRESS 目 UILDER の rESMPRO ¥」 P ¥ l 386¥ PCON ¥ PCPESMSM . EXE 」 を実行してく 
ださい。 
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Global Array Manager Client 


Global Array Manager ( GAM ) Client は 、 GAM Server と連携して Mylex ディスクアレイシ 
ステムを監視し、グラフィカルな画面で簡単に管理や操作をすることができます。 

GAM Client の動作環境については、 EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 GAM の 
操作方まについては、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント 
「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 


カスタムインストールモデルでのセットアップ 

モデルによっては購人時に GAM Client があらかじめインスト-ルされている場合もありま 
す 。 GAM Client がインストール済みの Express サーバに後から ESMPRO/ServerManager 
をインストールした場合は、環境設ををし直してください。環境設をについては後述の GAM 4 

Client の環境設定:や CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 内にあるオンラインド羊ュメント ト 

「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」に記載しています。 ミ 

マ_ 

購入時、 Express サーバにインス I ル済みの GAM Client の設定内容じついては CD-ROM ® 

「 EXPRESS 目 UILDER 」 内のオンラインド羊ュメント 「Global Array Manager Client インス 
トレーシヨンガイド」に記載しています。 


シームレスセツトアップを使ったセツトアップ 


GAM Client は添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 に収められている Windows 2000/ 
Windows NT 自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使ってインス I ルでき 
ます。 

シームレスセットアップ中にアプリケーションを設定するダイア□グボックスが表示されま 
す。ここで 「Global Array Manager 」 を選択してください。なお、シームレスセットアップ 
で TCP / IP の設ををするようにセットアップ情報を設をしてください。 

シームレスセットアップで GAM Client をインス!ルした場合で、後から ESMPRO / 
36「ソ6「1\/1311396「をインス1ルした場合は、環境設定をし直してください。環境設定につい 
ては後述の GAM Client の環境設定や EXPRESS 巨 UILDER 内にあるオンラインド车ュメント 
「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 


手動インストール(新規インストール） 

手動でインス I -ールする場合は、じ(下の説明を参考にしてインストールしてください。 
インス I -- ルに関する詳しい手順については、 EXPRESS 目 UILDER 内にあるオンラインド 
キユメント 「Global Array Manager Client インストレーシヨンガイド」を参照してください。 
また、 GAM の操作方まについては、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 内にあるオンラインド 
キュメント 「Global Array Manager オペレーシヨンガイド」を参照してください。 
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GAM Client をインス I ルする前に 

GAM Client をインストールするときは、次の準備が必要です。 

• Windows の TCP / IP の設定が終了していること 

• Windows 2000 /Windows NT のシステムにインストールする場合は Administrators グ 
ループで□グオンしていること 

• ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「のインストールが完了していること作 SMPRO との連携を行 
う場合のみ） 

• マウスまたはその他のポインティングデバイスが使えること 


GAM Client のインス I ル手順 

GAM Client のインストールは添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使用します。 

Windows 2000 、 Windows NT 4.0 、 Windows 
95/98 /Me では EXPRESS 目 UILDER の CD - 
ROM をドライブにセット後、 Automn で表示さ 
れるメニューから [ ESMPRO ]- [関連ユーティ 
リティ]—に lobal Array Manager ] の順にク 
リックします。ここで表示される[セットアップ 
オプションの選択]ダイア日グボ、ソクスのに AM 
Client インス!'''ール]をチェックし、[次へ]をク 
リックし、 W 降はダイア□グボックス中のメッ 
セージに従ってインストールしてください(をダ 
イア□グボックスでの推奨する操作をヒントに 
まとめています）。 

Windows 2000 /Windows NT のシス 
テムにインス!ルずる場合、インス! 

ル時は Administrators グループで□グ 
オンして < ださい。 


• [セットアップの完了]ダイアログボックスの global Array Manager [ x . xx ] の環境設をを 
行ないます]はチェックしてください。 

• EXPRESSBUILDER のメニューから選ネ尺して GAM Client をインストールする場合はイ 
ンストール先のシステムの状況によってインストールされる GAM Client のバージョン 
が異なります。インストールされる GAM Client の/くージョンについては 「Global Array 
Manager Client インストレーションガイド」を参照してください。 

特定!のバージョンの GAM Client をインストールする場合も 「Global Array Manager 
Client インストレーションガイド」を参照してください。 EXPRESSBUILDER 内にオン 
ラインドキュメントとして格納されています。 

• GAM Client と GAM Server のバージョン組み合わせによって有効な場合と無効な場合が 
あります。このため1つのマシンに複数の GAM Client をインストールし使い分ける必要 
があります。詳しくは EXPRESSBUILDER 内にあるオンラインドキュメントを参照して 
ください。 
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GAM Client の環境設定 

GAM Client をインス I -ールしたら、ここで説明する手順に従って環境設定をします。 

ESMPRO との連携のための環境設定 

GAM Client は、 ESMPRO と連携させることで、 ESMPRO の統合ビューアのメニューから 
GAM Client を起動できるようになります。 

jl ; ESMPRO と連携するための環境設をは、次の場合に必要です。 

「ヒント I • GAM Client のインストール時に環境設をを行わなかったとき 

• GAMCient の後に ESMPRO / ServerManager をインストールしたとき 


GAM Client と ESMPRO を連携させるための環境設をは r コンフィグウィザード」を使いま ソ 
す。「コンフィグウィザード」は Global Array Manager の環境設定を行うためのプ□グラム フ 
であり、起動すると ESMPRO と連携するための環境設をを自動的に行います。「コンフィグ た 
ウィザード」は 、 GAM Client のインス I -- ル先のディレクトリにある 「 configwz . exe 」 を起動 エ 
することで動作します。 4 


シヨートカットの作成についてく Windows NT 4.0、 Windows 9 日/98のみ> 

通常は、プ□グラムメニューから GAM Client を起動してください。 

新たに GAM Client のショートカットを作成するときは、プ□グラムメニューにあるショー 
トカットを コピーして ください。 

エクスプ□ーラなどから GAM Client のショートカットを作成したときは、ショートカット 
のプ□パティを下のように修正してご使用ください。 

• リンク巧の内容 

くインスト-ルハ。 X >¥ winact.exe / file 二くインスト-ルハ。 X >¥ gam 2 cLact 
例） 

(変更前）" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後）" C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ winact . exe " / 刊 e 二 C :¥ P 「 og「am Files 
¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 d.act 

• アイコンのファイル名 

くインスト-ル A ° ：^>¥ gam 2 cLico 
例） 

(変更前） " C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ GAM 2 CL . EXE " 

(変更後） " C :¥ P 「 og「am Files ¥ Mylex¥GAM Client ¥ gam 2 cLico " 
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■ Memo - 
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